
拝
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ネ
ギ
の
魅
力
次
代
へ

鯛
鮎
野
細
食
育
授
業
旺
協
力

【
東
京
み
ど
り
】
昭
島

市
の
鈴
木
寿
昭
さ
ん
（
哲

は
、
同
市
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
江
戸
垂
尻
野
菜
「
拝

島
ネ
ギ
」
の
普
及
情
動
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

鈴
木
さ
ん
は
2
月
下

旬
、
江
戸
垂
尻
。
伝
統
野

菜
研
究
会
の
大
竹
道
茂
代

表
と
共
に
、
同
市
立
中
神

小
学
校
の
児
童
ら
に
「
琴

島
ネ
ギ
」
の
播
繹
（
は
し

ゆ
）
指
導
を
実
施
。
鈴
木

さ
ん
の
母
校
で
あ
る
同
校

か
ら
の
依
顕
を
受
け
、
若

い
世
代
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
食
育
授
業
に

協
力
し
た
。

児
童
ら
は
「
拝
島
ネ

ギ
」
の
特
徴
や
播
程
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
学
習
。
今

一
に
加
え
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

イ
エ
ロ
ー
ア
イ
コ
」
や

ル
ビ
ー
ラ
ッ
シ
ュ
」
に
跳

－
庭
先
直
売
所
の
常
連
客

b
「
薦
め
ら
れ
た
新
し
い

采
も
お
い
し
か
っ
た
」
と

菅
掛
け
ら
れ
、
菩
び
に
つ

が
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
情
報
発
借
に
も

を
入
れ
よ
う
と
2
0
2
1

5
月
、
写
真
動
画
投
稿
ア

リ
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」

開
設
。
取
れ
た
て
野
菜
の

真
を
添
え
て
、
栽
培
品
種

け
K
－
臣
事
調
川
「
　
山
筐
h
p
宣
ヒ
唱
斤

後
は
、
常
を
プ
ラ
ン
タ
ー

か
ら
校
内
の
畑
に
定
植

レ
、
畝
掘
り
や
土
寄
せ
な

ど
を
体
験
す
る
予
定
だ
。

鈴
木
さ
ん
は
「
若
い
世

代
に
地
域
の
農
産
物
の
嘩

力
を
感
じ
て
も
ら
い
、
後

世
に
つ
な
い
で
い
け
れ
ば

う
れ
し
い
」
と
話
す
。

大
竹
さ
ん
は
「
今
回
の

授
業
を
モ
デ
ル
ケ
」
．
ス

に
、
市
内
の
他
の
小
学
校

で
も
地
域
の
特
産
品
に
つ

い
て
学
ぶ
授
業
世
行
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
す
。
．

「
拝
島
ネ
ギ
」
は
古
く

か
ら
同
市
で
栽
培
さ
れ
、

熱
を
加
え
る
と
甘
味
が
増

す
の
が
特
徴
。
．
1
9
9
8

年
ま
で
は
市
場
に
出
荷
し

て
い
た
が
ハ
身
が
柔
ら
か

く
栽
培
が
難
し
い
こ
と
か

ら
」
時
期
は
生
産
者
が

3
、
4
人
ほ
ど
ま
で
減
っ

た
。
そ
の
後
、
市
内
生
産

者
や
市
の
協
力
も
あ
町

徐
々
に
生
産
者
が
増
加
。

現
在
は
生
産
者
が
一
丸
と

な
り
、
保
存
。
普
及
に
努

め
て
い
る
。


